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　アイシン精機㈱（本社～愛知県刈谷市）の社員 8
人が町内の農家に宿泊し、農作業や農村での生活を
体験しました。
　一行は 9 月 13 日に来町し、研修先の農家に宿泊。
　農家の指導を受けながら、じゃがいもの選別や、
搾乳、牛の世話などの作業を体験したほか、「とよ
ころ産業まつり」の準備手伝いなどを行いました。
　また、9 月 17 日にはえる夢館はるにれホールで、
町内の小学 5 年生を対象にした「アイシンものづ
くり出前講座」（主催：アイシン精機㈱、協力：エ
フティテクノ㈱）に参加し、子どもたちにミニ四駆
づくりを通して物作りの楽しさを教えていました。

アイシン精機社員と交流

　9 月 4 日、える夢館はるにれホールで豊頃町青少
年芸術鑑賞会「夏の庭」が公演されました。
　この公演は、公益社団法人教育演劇研究協会「劇
団たんぽぽ」（静岡県浜松市）によるもので、「演劇
公演を通じ、夢を育み、人の身になって、人の痛み
を感じる子どもに育ってほしい」という願いのもと
公演されました。
　この日の公演内容は少年たちが見た人の < 生 >
と < 死 > についてという重いテーマを題材として
いるにもかかわらず、軽やかな語り口に、鑑賞した
豊頃中学校の生徒たちも、物語に引き込まれていま
した。

豊頃町青少年芸術鑑賞会

　9 月 19 日、二宮長寿会（会長：武野和男）の創
立 50 周年記念式典が二宮構造改善センターで開催
され、会員ら約 40 人が出席し、地域振興に尽くし
た半世紀の歩みを祝い、さらなる発展を願いました。
　式では、宮口町長が「50 年の歳月は、みなさま
の筆舌に尽くしがたいご苦労ご努力からこそ、今日
の組織が確立されたもの
と思います。改めて敬意
と尊敬の念を表します」
と祝辞を述べました。そ
の後、祝賀会が行われ
50 周年記念をみんなで
祝いました。

二宮長寿会創立 50 周年

　9 月 17 日、十勝総合振興局職員、警察署員、町
交通安全推進員、町交通安全指導員、町職員が町内
を戸別訪問し、「安全運転よびかけ隊」の啓発活動
を行いました。
　この事業は、「とかち安全運転呼びかけ宣言」を
された方に「安全運転よびかけ隊」の一員として家
族や友人、知人の運転免許証を持つ 65 歳以上の高
齢者に安全運転の呼びかけを行っていただくもので
す。
　この日は、茂岩栄町、茂岩末広町を戸別訪問し、
たくさんの方に宣言をしていただき、高齢運転者に
対する安全運転の理解を得ることができました。

安全運転よびかけ隊

　8 月 25 日、故佐々木昭三さん宅（礼作別）にお
いて、妻のフサさんが宮口町長から叙勲「旭日単光
章」の伝達を受けました。
　故佐々木さんは、豊頃町議会議員を昭和 54 年か
ら 3 期 12 年間務めました。
　その間、総務財政常任委員会副委員長や文教厚生
常任委員会委員なども務め町の重要な懸案事項の解
決のため率先努力し、町の発展と地方自治の振興に
大きく貢献されました。
　フサさんは「大変栄誉ある勲章を頂き、亡き夫も
喜んでいると思います。誠にありがとうございます」
と話していました。

故佐々木昭三さんに旭日単光章

　8 月 23 日、大津小学校の児童と教職員、地域づ
くり協議会による「クリーン作戦 2」が行われまし
た。
　この活動は毎年行われている活動で、今年の 5
月に大津旅来線の沿道で行われ、この日は大津の前
浜でごみ拾いを実施しました。
　児童たちは、小学校の玄関前で「はじめの会」を
行った後、歩いて前浜まで移動し、２班に分かれ、
ごみ袋と火ばさみを手にして、燃やすごみ、燃やさ
ないごみ、有害ごみに分けて、地域づくり協議会の
方たちと、熱心にごみを拾っていました。

大津クリーン作戦 2 豊中ソフトボール部全道出場報告

　9 月 5 日、豊頃中学校ソフトボール部の皆さん
が役場応接室を訪れ、札幌市で行われた第 41 回北
海道中学校ソフトボール大会の出場報告を行いまし
た。
　大会では、初戦の 2 回戦でもみじ台南中学校（札
幌）を破ったものの、続く準決勝で北都中学校（札幌）
に敗退し 3 位入賞という結果で大会を終えました。
　主将の島桃子さんが「この試合で 3 年生は引退
なのでこのチームでやれるのも今回で最後ですが、
豊中らしい試合ができました」と話すと、宮口町長
は「3 年生を中心によく頑張りました。普段の努力
の賜物だと思います」と選手たちの労をねぎらいま
した。

　9 月 9 日に、元町議会議員の太田新さん（二宮）
が役場応接室で叙勲「旭日単光章」の伝達を受けま
した。
　太田さんは、昭和 58 年に豊頃町議会議員に初当
選し、以来連続 3 期 12 年にわたり在職し、文教厚
生常任委員会副委員長なども務め、高齢者福祉の増
進や教育環境の充実に尽力され、町の発展と地方自
治の振興に多大な貢献をした功績が認められまし
た。北海道十勝総合振興局の奥山副局長は「北海道
としても心からおよろこび申し上げます。これから
もお体にお気を付けて活躍ください」と感謝の言葉
を述べました。

太田新さんに旭日単光章
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